
３ 「【申請の理由】」の欄には、「特許料の


減免（猶予


）（特許法第109条）」のように
その旨を記載する。

３ 「【申請の理由】」の欄には、「特許料の


軽減（免除又は猶予


）（特許法第109条）」
のようにその旨を記載する。

［削る］ ４

複数年分を納付するときは、「【納付年
分】」の欄に「第何年分から第何年分」の
ように記載する。
４


［略］ ５


［略］

備 考 表 中 の ﹇ ﹈ の 記 載 は 注 記 で あ る 。

ように特許出願の番号を記載し、設定登

録後に特許料の第４年分以降を申請する

ときは「【出願の表示】」を「【特許番号】」と

し「特許第〇〇〇〇〇〇〇号」のように

特許番号を記載する。


でと同時に第４年分以降を申請するとき

は「特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」のよ

うに特許出願の番号を記載し、設定登録

後に特許料の第４年分以降を申請すると

きは「【出願の表示】」を「【特許番号】」とし

「特許第〇〇〇〇〇〇〇号」のように特

許番号を記載する。


改 正 後 改 正 前

（ 申 請 書 の 作 成 等 ） （ 申 請 書 の 作 成 等 ）

第 一 条 の 三 令 第 一 条 の 三 第 一 項 、 第 四 条 第

一 項 、 第 七 条 第 一 項 又 は 第 九 条 第 一 項 の 申

請 書 は 、 一 の 申 請 ご と に 作 成 し な け れ ば な

ら な い 。

第 一 条 の 三 令 第 一 条 の 三 第 一 項 、 第 四 条 第

一 項 、 第 七 条 第 一 項 又 は 第 九 条 第 一 項 の 申

請 書 は 、 一 の 申 請 ご と に 作 成 し な け れ ば な

ら な い 。 た だ し 、 特 許 法 第 百 七 条 第 一 項 に

規 定 す る 第 四 年 分 か ら 第 十 年 分 ま で の 特 許

料 を 別 に 納 付 す る 場 合 は 、 そ の 都 度 、 作 成

し な け れ ば な ら な い 。

２ ・ ３ ﹇ 略 ﹈ ２ ・ ３ ﹇ 略 ﹈

様式第１（第３条関係） 様式第１（第３条関係）
【書類名】 特許料軽減申請書（産業技術

力強化法）
【書類名】 特許料軽減申請書（産業技術

力強化法）
（【提出日】 平成 年 月 日） （【提出日】 平成 年 月 日）
【あて先】 特許庁長官 殿 【あて先】 特許庁長官 殿
【出願の表示】 【出願の表示】
【出願番号】 【出願番号】

【申請人】 【申請人】
【識別番号】 【識別番号】
【住所又は居所】 【住所又は居所】
【氏名又は名称】 【氏名又は名称】

〔備考〕 〔備考〕
１～３ ［略］ １～３ ［略］
４ 「【出願の表示】」の欄の「【出願番号】」に


は、設定登録前に特許料を申請するときは

「特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」のように

特許出願の番号を記載し、設定登録後に特

許料の第４年分以降を申請するときは「【出

願の表示】」を「【特許番号】」とし「特許第〇

〇〇〇〇〇〇号」のように特許番号を記載

する。


４ 「【出願の表示】」の欄の「【出願番号】」に


は、特許料の第１年分から第３年分まで又

は特許料の第１年分から第３年分までと同

時に第４年分以降を申請するときは「特願

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」のように特許出

願の番号を記載し、設定登録後に特許料の

第４年分以降を申請するときは「【出願の表

示】」を「【特許番号】」とし「特許第〇〇〇〇

〇〇〇号」のように特許番号を記載する。


５～15 ［略］ ５～15 ［略］
16 第１条の３第３項の規定により、２以上
の申請に係る申請書を一の書面で作成する
ときは、次の要領で記載する。

16 第１条の３第３項の規定により、２以上
の申請に係る申請書を一の書面で作成する
ときは、次の要領で記載する。

イ 特許出願人が申請をするときは、「【出

願番号】」の欄には、「別紙のとおり」と記

載し、別の用紙に次のように「【別紙】」と

記載して、当該申請に係る出願番号を記

載する。


イ 特許出願人が申請をするときは、「【出

願番号】」及び「【納付年分】」の欄には、「別

紙のとおり」と記載し、別の用紙に次の

ように「【別紙】」と記載して、当該申請に

係る出願番号及び納付年分を記載する。


【別紙】 【別紙】
特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇


特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 第１

年分から第〇年分


特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇


特願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 第１

年分から第〇年分


ロ 特許権者が申請をするときは、「【出願

の表示】」を「【特許番号】」とする。「【特許

番号】」の欄には、「別紙のとおり」と記載

し、別の用紙に次のように「【別紙】」と記

載して、当該申請に係る特許番号を記載

する。


ロ 特許権者が申請をするときは、「【出願

の表示】」を「【特許番号】」とする。「【特許

番号】」及び「【納付年分】」の欄には、「別紙

のとおり」と記載し、別の用紙に次のよ

うに「【別紙】」と記載して、当該申請に係

る特許番号及び納付年分を記載する（複

数年分を納付するときは、「第〇年分から

第〇年分」。ハにおいて同じ。）。


【代理人】 【代理人】
【識別番号】 【識別番号】
【住所又は居所】 【住所又は居所】
【氏名又は名称】 【氏名又は名称】

【申請の理由】 【申請の理由】
［削る］ 【納付年分】 第 年分


【提出物件の目録】 【提出物件の目録】

平
成


年

月


日
月
曜
日

(号
外
第


号
)

官
報

（ 産 業 技 術 力 強 化 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 産 業 技 術 力 強 化 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 二 年 通 商 産 業 省 令 第 九 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 に よ り 、 改 正 前 欄 に 掲 げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 は 、 こ れ に 順 次 対 応 す る 改 正 後 欄 に 掲

げ る 規 定 の 傍 線 を 付 し た 部 分 の よ う に 改 め 、 改 正 前 欄 に 二 重 傍 線 を 付 し た 規 定 で 改 正 後 欄 に こ れ に

対 応 す る も の を 掲 げ て い な い も の は 、 こ れ を 削 る 。



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